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ミもりであ弘元で住堕明注工業堕す比較的純度の高い米盟主然らざ持騨どであって全'or，}e:

.，. S~t 及其他の不純物の附量は第 1衰の如くである o ...:" 、 ， -' 、、 ￥ 

ご 但しlltぬ01はN/IOAgNOs滴定法にようて求めた益 Gl'が全部心01となって居ると仮定じ
、て表示したのである 0，向此種接購反慮に於ては:'OacJ.， ]'eC1i1j .A IC18，叉時 MgOl 1 等は否~aCl より '

a 更に一層分解され易く従って是等アル方リ土類金屡以上重金属の塩化物除定量的I'G完全に分解され

ミセ るりであるb 英他め分析は常法の如く操作じ?と?のセある。 - 、戸

、工業E径は室温固形暢として 20%め溶液を調製じ此液 250cc-vc.橡め 10500に乾燥した接燭剤粉:

噌喝ー 末 1QOgを徐々に添加し撹#じっ L湯裕上にて蒸稜乾回す。ヨ択に少量の水を添加し充分担和し?と後

ぺ直径 4nImの荷予管に詰め少しく加塵L.jと後一方を毘し他方より墨出せしめ之を約 4mInID切断七

直径 4mm 高さ 4m~ ゐ園筒欣に成型じ之を 105"0 の恒温南中にで再び乾燥す。此撲にして得た
る供試料は質相官硬く衛費量抗力大友り， .11Wちヱ業盟の室温固形物として酸性白土に封し約 50%の

混合割合でお己最後に此成型腕全部秤量じたる後究の時装置に於℃科如き磁製反醸管崎 ♂ 

め残部を再び秤量し七供試物の重量を算出じ玲供試料中の金 01'の重量を計算す。
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2. 賓験f装置及操作J法
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貧験装置は前掲ヱ化雑誌記載の如〈電気櫨中に横寵された磁製反慮管中に前記試料 150~100g' を

採り一方より水蒸気を導人じっ L徐々に電気櫨の温度を高め 700，.，..，800。むに至れば7.k蒸気の蕗時

z度を一定-¥20g/おとし叉電祭壇の温度も出来得る限り一定として操作を開始するのである。此際

、反臆管を加熱する電気躍の温度調節は費鹿器と抵抗とで加減し精度は;土庁C位に保った。叉水蒸気
¥ 、

稜生装置の電気怪温槽はパイ・メダル調節器付であって之を 140
0

0に保てば 20g/hの水蒸気通過

川、 ¥速度が得られる，英地熱温度の精度は士22"0正でるる。第 1固に示す如く磁製反慮管中に詰められ

〆た供試料は宇径 ;1.3cm高さ 20"";'25cmの固筒に相嘗する韓積を持って居るから水蒸気通過の昼間

速度は約 500の程度とたる。此様にして反臆'した盟酸は過剰に存在する水蒸気と共に援縮怒に入

り冷却諜縮されて受器に入る，受器は更に吸牧慢に接績され最後は吸引ポンプに接績す。電気櫨中

一一一一一 40cm‘ ，-} r 反鷹管の位置及反臆管内供試料

の位置は第1圃のま『くであも。

斯くして得られた焼縮液は吸

牧液と共に N/2NaOH:を以.'J:

滴定され生成 HOIの重量を算

出すると共陀供試料中の金01'

より生成さるる理論 HOI重量に

封する百分率を求め之tを分解率 f 

電気温
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一一訟'j，:~ν，をを持考柑慮臥L比左似〈七悦位友ら左bいので￡釘る占」此事駄に閥肌して吋は比峨接燭猷反醸駒の機鵬構上胤官6心iμh初の吋方法跡治が宝考れひら凶れる
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st~~~\りで明治宝著者等は先己茨素添加による促準作用を貴験しつ.1. (b';;;;。此結巣Kよれば炭素として木
三.... --~ー:ぇι，，¥茨粧を添加し?と場合最も良好で白土に劃し某 10""'60%穆加¥:.:..1ヒ場合は無添加の場会に比し同一分
九九 v 

主主ーマ.'，解主を得♂るに温度揖氏 100".，150.'C低下せしむるととが出来るのである。向其他の促進作用に闘し '
~~\(\:. 

こー?、ても貫験中であるo 、 、

:;~J了J心二 要するに此賓験の結果によって之を工業的に製遁を賀行した場合生成される聾酸がヱ業的に使周
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三九 九叉装置は横型電祭壇ゃに直径 2.5cm長さ約 50c!pのシリカ管を置き此中に粒欣融収充填し・
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ー第 1、報て早磨、化 18，:t-ro.3， 52)に於て反旗熱の同牧及び放散量を考慮し稜生瓦斯組成中に水蒸、込山

知 t含有しない又水素の含有量り宰存い護金主斯そ得予熱化拳式を作製したおタ向は費生瓦斯組 ....， t 

成の平衡関係のみ古考慮じ過剰蒸気を含有する，水素のを省量/多:0人造石油 .'yアyモ:毛デ等の合成、

k用びら為、 ~7ktt:瓦斯の蓮績殻生ずる場合の熱化率式の作製を試みた。
J 然Lて瓦斯後生撞による合成月71<性瓦斯は所謂 Run，Blowの操作を行ふ非連績瓦斯官芝生法が主

と:して採用?ぞて居刻、此ψ?方法時反廃熱ぞ開敏的作利用する禽め，英の利用手分ヰ尾十連韻瓦:
斯稜生注たより此の依賠を防止せん'とする集蓮は既に熟し。 、戸、

持人 司、 昭和四年度の試験研究命令項目中「人建石油周連積五斯を芝生櫨り試作」が掲げられて居るo ，_: '" ~ ，; 

叉滴逸 I.G.所有の・日本特許、〈第 '13J'，298， :暁J め71<僅瓦斯製造法は櫨韓の異主主;;;位置に酸素の ~
ト
，導入口，水蒸気の導入口を夫々別に設け Rup，BlC>w の操作を異たる場所pせ時間的K同時に行ひj、、 ρ

:~， '71<素ゐ:含有量多l正、又一酸化茨素の少左い水性瓦斯を連績的に護生ナヨミ7l¥:怯瓦新製護活が麓表されて
で 居るo ¥a ず わごfJfs、"・-'- パ ，~

車横山式一手(燃協誌，昭和 ]5年 19，'1016)は瓦斯稜生嬢に酸素を加卜た宰集と水蒸気を迭り『lvk
~. ..'-....ヘi旬、 、

合成用7l<性瓦斯を連親護主主すゐエ言尊重写験宅後表されてゐるof 、 'て J 、ンゴ
i 以主の如く合成用永住瓦形遣験生ゐ軌跡織に就いた程度のものl.'jrl<'筆者会聞にL七

吾れらの理論的研究を殆ん~見たいo 撚しで亡時局ば液睡燃料，窒棄の固定工業の確立を必要とする 、 r:'

¥i今日に於て未がさ上越の1吠態に止どま、る事は遺憾の極みである。依って筆者等の行'&f>.-9l.ibる研究が '.、
~λレ

;二午、 幾分か斯界巳参考となり得れば幸ひたり、と考べ釆完ながらp 筆者等の研究の大要を提君する戎第で 斗ω
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以上の如くして三饗重史的K，x【を求め之れを(1O)rç入れ L、ば一定のを菱生瓦斯~連績を更生せしめ

た場合。熱化埋葬式を求める挙が出来忍己

依って第 2表，第、3表により三費量主 n，K，x.'を求め夫元の賞験に於ける熱格率式を求め，之れ

を基Jとhて反慮温度v殻生瓦斯量等主算出して，横山氏の求められた結果と比較すれ問第5表の如

し。 、 ¥

以上不活性瓦斯 (N2)の存在する場合，然らざる場合に就いて行ヘる賞測値之熱佑事式どり求約¥

?と計算値と特較するに反醸温度以外は大崎 2-:5%の誤差が多る効力之れは前述した如〈熱化拳式

作製に用V-it分子熱蒸鷲熱等の定数の誤差によるも，のと考kる。然。して反感温度に就:でほ八同の

貧験中に五同は約 10--25%り誤差が出た。此り原因に就ては式の作製.hに用ひた考へ方の誤りか 、L
、、

叉は混険方法の誤に依全て主主ピ売るものか筆者等ら疑問とする慮で尚多数の賃験阻よ'り確かめなけ¥:

〆 干ればならない己聞も未熟化事式は連績する安定校態に於で成立ずるものでp 若し測矧直が不安定の 、t 

放態に於て求めたものとすれば〔例へば選風気組成の饗化直後の欣態〉英の賞値値は本熱倍率式に

遁合，ド'(1.，¥;，>ものと考ぺるb イ F 

本熱化畢式により任意ー定組成の設生瓦斯を得る傭件の選定 1

本熱化挙式は倒的広の三塁{敷吾合ti故に三個の方程式を作れば定主るも，そのーっとして必や

舟ひなければ友ら白方程式は(担うの反醸温度の式で他の一個叉は二個の方程式は希望保件により

夫々定めて之等より最適僚件を満足する熱化祭式七作製する。一例と、Lて人遁石油に用びる CD:

， 'H~""l: 2費生瓦斯を得る場合，を述べる。選風気ふして宰集を用ひるとすれば(宰策担寛賞、D2:凡=

1: {).反慮温度の式より

koxlαxユ
山 11.41cooけ 7.3kH.+ふ回十7.4k∞+7.4x4.ko理子ぴ?プ附 ;ゆ ，

ト.

ノ 00 k∞ 
瓦斯組成より EJ=1j2zEz ・・・・・ 4 ・・・・・・・ 1・・J・¥h ・・ ・0・・山・ ・・ー ・・・・・・ ・・ ・・・(19)

〆也、、

、ほめJQ9pの子式よP勇経り n!:K!"x.を求笹己オはり反臆温度が少くよム茨索可着火温度以主で
るる僚件，叉所腕斯の牧量等の僚件を考慮して遁雷のもの縄問るよれ=い:::::1・5;E=1.06 

(短慮温度 8400C)として石油合成用の後生瓦斯を得る熱佑撃式を計挙手すれば弐の如し。司

もよO.ゆる汁0.15I設け 2.Ö65gρ=0.58~∞戸、，均HiUJ238払:Ü +0.4 14CO+O.lS\:N.+匁 9 kc弘
‘;久1 ふ A 、 い可 i 

上式より 湖和飽和湿度油田喝、信者警官票結Ql芳三官室議私設とよ)
空気の念入量 ;=42.5//0・lmol まさ入速度は茨棄の反感性に閥保するので燈滋を約 8500C}

1とし此の温度を持績する様に積hの速度で去さ入し遁営なf
d 蒸無の去さ入量 = 37.4 gr/O・1mol (速度を定めなければならぬ。 、 ) 

畠/ ス噸害者りの (OO+H，)¥
費生疋革If~~最長炭素 65.% 、)=戸∞d
愛生瓦草野組成〈費量7J-)00. 17.5，%'. H，24.6%， 00 12.4%， N. 45.4% 
i送風祭主ぱ空気を用ぴればい合有量25となるが"N.の旭町
が石油合成反に奥へる影響につふては鞘不義して知らざるも， N.が合l
，成反感熱zを吸牧ナ手事により合成反感温 は安定す?るもの，と考へる。 J

以上の如く1本熱化挙式により所要瓦斯を得るき是素に封する建風気稜生瓦併に説ての諸保fI:を明も

、、

かに得るが，夫々の時聞に劃する数値段原料提素り反臆性に支配手払夫々賞測により定めなけれ . 

ばたーらたい快陥が残されてゐるq 然し友がら従来送風祭組成選風祭速度雨者共に費:佑して漠然と勝、L

、、f
， 一

句、 え 『 持 土， ーら f 
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が石油合成反に奥へる影響につふては鞘不義して知らざるも， N.が合l
，成反感熱zを吸牧ナ手事により合成反感温 は安定す?るもの，と考へる。 J

以上の如く1本熱化挙式により所要瓦斯を得るき是素に封する建風気稜生瓦併に説ての諸保fI:を明も

、、

かに得るが，夫々の時聞に劃する数値段原料提素り反臆性に支配手払夫々賞測により定めなけれ . 
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らしめるものと考へる。 い， '.c 、 i 

¥1 し;‘:、' 綿 J 括{

、ヘ7k性瓦斯稜生反慮機居室に就て「稜生機炭素に接する C冶.，C02同容な!りJといふ骸定を設け
ダ メ熱力』拳襲第三法則により得たと同様の反属慮震温度と千衡恒敷の閥係をを:示ナ熱佑易撃基式を得戸たと)

¥ 、 卒衡恒数数、KιI>=K=主笠主ニ盈必竺，ι卒衡倍数 nド=至重茎塁童
Pco.. PH. 分解蒸温量'

亡 、'00，;:a，'らf夜想随AF熱量以kcaljH.moL
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2:，-， '熱損失ヰくして排出五新温度 25~C 売る特定の場合氏よ þ 'X;刊;(xdO) を定め，本需品皐或

に入れ反慮温度と平衡恒敷との闘係を千衡蒸気の恒歴蒸後熱やみよりと，恒底恒容蒸稜熱より待

先二種の反慮熱を以って求め之れと熱力製第三法則による結果と比較した結果後者の反慮熱を用ひ

ヨ時熱力磨第三則によるものと同4 の結果を得た。

工業的規模により行はれた賞験値により本刻閣式を作り制服と熱化製式による計算{直也

比較した結果反慮温度に於て→部約 10--25%の誤差を生じた。此の誤差は式:の作製I二の誤りーか，

安定紋態に於て測定を行は主主かったか何れかピよると考へる。依って向多数ゐ費測によ1り確めなけ '

tしぼ主主ら及川。 ー ー、

ι任意め、一定酬の弛瓦腕得予舶を熱化財ゐ計算する方法判:孔=1:2たるを生
瓦斯組成のものを昼気の蒸気より得る場合を一例主して述'ベたo

附配。本研本研究を行ふに寄り研究掛金子琢九江口誠之宏及び今夏賞習生として~枇せる早稲田決事工業五聖書手
科生藤原千等，金久保茂，伴篤君主り終始絶大なる御援助を受けた.設に記して感謝の意を表す。又本研究を命ぜ

られ且旬愛君主を詳可せら抗た鮭長犬聖子巌氏に深厚なる謝意~表す。
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4天撚ず与の加味前広志戸高明性五ぴ加硫後に於け:る高時間単作材料込て重要注意義があ 子。;ミ

ペる。斯奇特性を有十;るダムは夫然物とし之特異恕存在で、必るだけに夙に研究が行止れるミ共同μ : 

可く以三点滅せんと大るいlも話料仇;濁入 Hilniy怯むの車問問合同品開性一-よ
にして油燃の混合物質中よJり3.3""':4刊にて沸騰ずる部分を分離しフプラグイ:(tF.aradayi山と名

、 づサた。英人 WiÍlíams は更に斯る混合物作就t研免を進め 30~31"0 <7.)1泊会を得七イソプレン友 人 ， 

¥ る名講を奥ぐ¥'k， (1860...年)己某後部年を経てイソプ:レγを放置するιゴム様物質の出来るととが ，. ‘ 

ぺ 知 ~.n， ' 吏克己ld出問τ都立患の経済的可能が認識さ枇。彼はおめサーベンティ戸から ふ k

frTVR印 :とれより白色ゐ弾性韓を遁っそo蛾ゴ、ムを封象とすsる研究が益々設厚じミムヰ時 二よ‘ー
する智識が積まかヨムは如何える組成主有すおかの間障も漸次解決されつ哨るかに見えら ;..'"t ，# 

(1)天然言 !ム ノ ) ¥ミ‘

支然ゴムは熱帯植物そム樹円分泌物ラ?円ヲク〆ス中に約35，.%の程度に於て含まれて居り，酸接固

法， t蒸後法等の方法に依て角られ4071テ¥yタオり得られいーは純粋抗ものでれ本来の;ず ぷ比
一ム物質の件降蛋白賓;樹脂p 詰類援物質及び盟等を含んでゐるo.、 v 、、 e、 :、 〆

1 ゴ(の本韓を明やたらιめんが軍事に長い間純作事的研究が行はtちたb ゴムそれ自身は馬較的簡単
べ ー たもなで茶組成比 (05耳山で苧る?とが明か存されたo 英分子量或は重今度ち最近の 1o~i5 宇間 \，..;.;二

二 芹物理的検件τT持されたo-. ~P .~捧組や械の測定かげ背広170，00作、あちとんわら ，計二ょJJ
， れ，超遠心器による測定句方面かちも略 丈向，~1直が得;られてsゐるよ ぎ?と近時の研究に依ると必やL:j 合、fぅr
'1."も唱R令棋に粒子が傘立同じ犬、さ存分前心亡、品「春時民均?冴散と云ふ)入で、ないとよも示された。多 点、

くの高重合物向義kギ〆L亦大きの具る桂子lよb反るらであるかち分子量誌は重合度の呉れらの 、 、
叫

集合で、るって分子量と冶ふも千均会子量でるるこFは申す宇ゼも平川 、 • '¥ I 

ぎ?り熱分解に依て 30% までのイソプ γ ンが得必オt更に後者は.~ 06~8 であるとや とが明にさ抗 、 、ム-，，;-)
;r 

-， ， た己 Harりesのオゾン酸化好解の研究はゴ、ムの構造の書記見に寄奥1する慮が少たiたかった。、積ゐ説 ¥
に依ればイソプレンの繰返ベされた結合より成る環欣纏であると号ふ。一方 Weber;更に英後乱 、‘一

8h. Picklesはゴムの分子はイソプレン残基が鎖放に長、く結合iしτゐるのだるり"ゴムの性質は斯る N ム.-<:".

構遣に負ふ鹿が少た{ゑいと云ふ見解を持ってゐだ。また St'audingerァ波広依れば'イツフ@レ:ン費 '-...， 

基が凡そ 2000‘位まで鎖放年結合し世ゐる豆大気予で、あると云ふ。3Pち吠の如何抑b、lt vJ 2-3 
-OH3-←CH-CHcloH.~キーCH;~cIÎi l ー田川=聞7G~.- • ， 
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礼、栗ーが並比類似在!k
占ふ?でメ、 べ¥.-J
，、<. ミロ

ツ 予れ幸容に従へぽ、5伺の茨素原子毎fC"1個の二重結合がるり，兵三票結合匂庵檎吠研醸が韓 日 ;:;，: 
~， ~þ ~ ;つ戸九域別他の試薬の的カ日結合泊三行は九多くゐ場谷それに因哨郎知:同 志; ム
コ ゴヂの敷も毒事な反慮的日硫であるo，， -::J~"ムを硫黄と共犯後者の融貼以ムの温度巳熱する全，ゴ丹

、 時震性を失ひ搬出、ι般的糊に溶け難くれ。 Gooか?rtMH憾の杭一~9q;: 5'.， 
k:に依て初め七ゴムb工業的用途が開耽たのである。使殉τる流茸の量広依τ成生物中種類も具る 0 ・二

~pち硫黄が 4% 以下であれば軟質ゴムと主主り弾性に富み神張性そ持つや?になる。 40% までの硫

ぷ 黄を加へると硬質ゴふ手友る。オ日石市を促進させるためには加硫促進剥が使用され1 とれ依撞去の物

戸棚局されるが有機物事耕一部介?争る。促酬の鷲見比1906~~~いたが，促進剤が停は 円F
れるやうになってからゴム何物理的性質も改善され加硫時間美短縮し得られるや弓になっρ?と。

、、 1 生ゴムd重要主主性質は型和に依7て可塑性を有する加工容易及紙態e.:'}，主し得る鮎でるる。素練法

、六、 (Masti伺 tion)の翻 (1820宇)は Hancock到に錦ずべきものであ..7.>Q'舗の研究に困れ時
戸/.

J温に於戸之を行f下ば分子。機械的崩壊が起つ尤碑度を減じ且溶液とした時の粘度の減退も目立つ七

、くる4之、に反し高温ピ於令て行へぽ酸化的の軟化が起る。

¥ ヲ!張せるゴムの X 線的観察は 1925年に鵡され令子の視RillEじi抑白t承認された。蛾討
を強く引張するほど X 線干渉線は銑1なるととが明になった。斯あ事責及び英他の性質から引張
、すれば某亥向に繊維欣分子が定方位を持づて並みと止が分Fる。例九ぽ完全友等方性ゴム奇引張に依

て複屈折を示し而も言!張む度が強け仇ば複屈折的現象もそれだけ強〈潅る己

ゴムの本瞳}乙闘する最も確からしい設はゴムは長いイソプレン鎖賦分子から成為ゐでる~が熱運

動の鴬年分子は規則正しい排列を取りi得えいで統計的}亡安定な朕態どなり縫れてゐるのであれ外

JeJゐカが作用L-て初めて某欣態を失ふのである。引張に因てエントロピーの小たる欣態となり鎖欣分子l

は初め:て定方位を取り異方性となる。引張を中止すると再び奮の等方性に錦へる。未加硫の欣態で

ーは分子の鎖は互に滑って開係a的位地を費やる。聾形は斯の如く Lて起る。生ゴムの歪みは可逆的で i

.1は主主v、。然るに加硫作用に附すれば，それに依て生やる硫黄橋に因て費形能は著し《抑制さ1(1..言。

J 筋肉蛋白質，フ?スフォユトリルクロリド及び最近遁られる合成重合物はゴムと化率的組成を異
.. ~ 

にするに拘ちゃ著じい弾性を有するのであって，其因セ来る庭は分子構造上氏類似性で予るからだ

'正考へら込れる世詰り高い弾性を持つためには引き伸ばし得べぎ分子が存在するのであって夫等の内叫

γ¥  都凝集機構に因て再び奮の形に復障し縛るのでなければならぬ6 然し種々の経和時間 (Rela玄ation
tI!pe)と種々の弾性係教を有す:6撰集機構を異にする系に於ては夫々に就て別の考察を必要とする

ととJは言ふまでもない。 ¥ 乃 h 

弾性韓として白沿ム1の場合に於ては分子のミクロブラウン運動及びマクロブラウン運動が重要性

を持つりであってjそれに依でて緩和時間と弾世保敷とが異ってくる。ミヲ戸，7'ヲウン運動は援制時 4

'. 聞の極めて()~Î.主るを特徴とし襲化宣分子内に限られるF マク戸プラン運動と云ふのは金分子の振動

‘シ νで戸つ下分子の位置に正民生砕を来たす。従てマクロプラウン運動による饗化は極めて犬事る経和 ユ
y . 

.1".' 時開を要すヶる。z可塑的費形に，はマクロプラウ わ運動が開輿するのであって矯に高弾性は抑制され

sff JJZ;1〆 J ぜ プ ¥ 、ノ/'，
ー マコgJIEJJL MF時動は破事橋ゐ交錯に依汗降客さ柄。刊意味I'C於で加硫J作用は物理的考察知画にも J¥ : 

一5丹「乙戸;主Jり fυ心 ルゾ 、 》 ¥へ二 .' I、γr タぺり什"ペ、ぺJζ;ι: 勺 色 ・ 二 ぺ 九五
軒 ーに¥tよ日 J ，J ， 14  hhぷ J J レザ い ベ ペい荒川片

品川約五}ら松山丸，:'，./.ぢ
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ままた是れ以夕外トの物質の重令れ同i依て屯弓ムに類ずる樹1白5得らt札乞る。例へtぽfイソブヂレン o誼2=0
、

… 、(ω仰悶例C但偶仰E鳥叫空~)司ヴ~iJ>升火川5予ら日.\ム~も情も~.淳真喪駒申尽明弾
一(一-.、ンJ ヴイ戸子-円)[..げク企ラ句与下F?叩Hz=?1C侃宜.0αlιが湾ゑ1る丸。後考の重台に依て熱可塑性物質が得られ，之ヰ、に軟化 者1、三

u測を配すれば弾性を示すゃうたたる。 、 1 、

ヨた£縞今に於吉は同ι分子或は臭った分子が水，アンモユアp、盟酸叉は他の化合物を分離して結て
合する。縮合広:に因て:出来る合成ゴムにはチオグラスト (Th~opla:st) ι ーがあ;;;。とれは有機性ニパ♂

.〆ゲーン化、物κ多硫化ナト:リウムを作用せしめて進.0:0 ..1 

I -~ "]号令可能友化合物は分子中?に容易粍分裂或は馳緩を来たす結合が見出され，そZへ蹄起分手の、-

. 2，3或は多数が集結凶辱るもiのでる.::;ム卸ちちco，-O事或は苅>O=OH?の如き亦飽和のグル{グ

¥ 河内尚物が主主予ものFで、あるo.Ij期王!加の乏場から興味を惹くい同ィ千円レ誘導駅、 、でごj
ン' あんとの積化合物を重吾:させるど少量のこ量髄，三量韓及ft低位重合樺と共:K.多量の稽掛子物質 '''l¥h
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一一、

法午 、4は明かでめって逐序的時行鼠ドる重合'!D結果ずあるF種 h のヴィエール化合物民ー於:とほ奪合は鎖 7入会
~....，!:"，-'"，吋;-，ミ Itu'Jerj ら〆ー 、守必

~:~:>;'1:'. ， ，-'也，、1.トイ ¥r¥ 、J、'‘〆 '"υ ¥J一

伊縦手 λ川川".川正片巧〈三~:.?'\.~，、:!‘， r 立‘Jぶ;主= グみ与 ι心ふυ:f人ι心υ(仁~μμ，ρふ〕.らJ?)i1h川と.tS川，.'九?汁 ~;y~九~山山4ト一;J1! 被バぷふ‘ ヤ¥一;J fκしfι;ピぷι;ゴム:人tに川:
伍調Eぞ白/‘ぐ令:;，勾 ν A円 1，....'.';;..:: '，\~ 白川錨 /- ι ~吋" つ吋もl~ ~ 岬 ，-~_:/;，九 λt ふ 一VもYiυ.'イ、.1，)'ン4 必 ‘"'-'.，.万'':")い、手，..;一..-川..此ι叫 噌 かμf，~ -，V' ，}'，:，;-U::・>>1 h~ ，~.' íi;:.'!/~":~'~'~:つ泌." 川 :~.ì ':;~早~;;... " ょ山'IiA:~.~暫L よ

f ， 
d 

ベι

. =0 (CH.)-'CI主良二CHi:c....OH-C(OH.)-CH.-CB.-CH= 
♂ 占、

三C(OH.)一CE12-CErciH」 C(OHO-:cEfa-c白.=eH=
， 、-、、 戸、、、'.

. ム
情可，

‘、一、、・'，_.，J，"-' 、，へ'‘. の'可ぜよ
、町凶 ベ

‘ a‘. .~ '.、ご

(2)重合 'ー /守、，‘ f

持 品有機化合物占滑設的に樹開放i成学物或は弾性暗に費りと云ふとと止決して近年に知られ! ?千三
九とと追ぺ'いム然Lたから従来註新号福島も殆ど省みる虚正本らヂ，利用の詮を知らねぐっtc._o ¥ 》

新る物質が工業焼z詩廓さ~て述語を集めるやうに怠ったのは最近のとさに属こする。樹脂成、生反慮1

の佑撃だ明がたミれたゲザ品質C戸内~o
・重合 (PolymerislltIoがと縮合 (Pti与梅本densatio雪}とは}般に直別されて争るが，雨反臆共に樹 続 二

脂様化合物?成学同点ぃ。重合宅地とす長時ヰ原物質主成五物質とわ題、韓的の倒式均-'[" .〆

ある黙であ?。合成ゴムの主供伊斗られ呼合物とも方ヰキり日制の?手へ王子る。 一 ¥: 

、プタディエン 二L、ん :OH;=CH-CH=;，Cer. 
オソ 7"1/.:J ‘ CIi;;"(CH.)-OH= ('JH;' 
'デ、イメチノレプ9ディエン CH.=C (CH.Y-C (CH.)=CH. 子一、 ぐ

クロ竺 7・レン CH;デc..Cl-=m玉三CH.

ままた是れ以夕外トの物質の重令れ同i依て屯弓ムに類ずる樹1白5得らt札乞る。例へtぽfイソブヂレン o誼2=0
、

… 、(ω仰悶例C但偶仰E鳥叫空~)司ヴ~iJ>升火川5予ら日.\ム~も情も~.淳真喪駒申尽明弾
一(一-.、ンJ ヴイ戸子-円)[..げク企ラ句与下F?叩Hz=?1C侃宜.0αlιが湾ゑ1る丸。後考の重台に依て熱可塑性物質が得られ，之ヰ、に軟化 者1、三

u測を配すれば弾性を示すゃうたたる。 、 1 、

ヨた£縞今に於吉は同ι分子或は臭った分子が水，アンモユアp、盟酸叉は他の化合物を分離して結て
合する。縮合広:に因て:出来る合成ゴムにはチオグラスト (Th~opla:st) ι ーがあ;;;。とれは有機性ニパ♂

.〆ゲーン化、物κ多硫化ナト:リウムを作用せしめて進.0:0 ..1 

I -~ "]号令可能友化合物は分子中?に容易粍分裂或は馳緩を来たす結合が見出され，そZへ蹄起分手の、-

. 2，3或は多数が集結凶辱るもiのでる.::;ム卸ちちco，-O事或は苅>O=OH?の如き亦飽和のグル{グ

¥ 河内尚物が主主予ものFで、あるo.Ij期王!加の乏場から興味を惹くい同ィ千円レ誘導駅、 、でごj
ン' あんとの積化合物を重吾:させるど少量のこ量髄，三量韓及ft低位重合樺と共:K.多量の稽掛子物質 '''l¥h

( 

..... .:~ が得られるミ僚件を遁嘗Ki選揮ーするむとに依てfJt位重合鵠oj成主主に都合よくもたかば，..ま .~極きうで ，λ一、三‘

μ:散防物質の成金に都合、よ《するととも:由来る。、ステバーJ止を低い温度で無鯛如、重合さぜ祐一三シミ土
曜:"'J-:"'ι  

主主;てー ポリステ'イてロ.....Jレは凡そ 8QO，oooの分子量を有する。固よ F斯P如き大きた発ヂは一零に出零ぬ乙 :¥マ;ど
一一、

法午 、4は明かでめって逐序的時行鼠ドる重合'!D結果ずあるF種 h のヴィエール化合物民ー於:とほ奪合は鎖 7入会
~....，!:"，-'"，吋;-，ミ Itu'Jerj ら〆ー 、守必

~:~:>;'1:'. ， ，-'也，、1.トイ ¥r¥ 、J、'‘〆 '"υ ¥J一

伊縦手 λ川川".川正片巧〈三~:.?'\.~，、:!‘， r 立‘Jぶ;主= グみ与 ι心ふυ:f人ι心υ(仁~μμ，ρふ〕.らJ?)i1h川と.tS川，.'九?汁 ~;y~九~山山4ト一;J1! 被バぷふ‘ ヤ¥一;J fκしfι;ピぷι;ゴム:人tに川:
伍調Eぞ白/‘ぐ令:;，勾 ν A円 1，....'.';;..:: '，\~ 白川錨 /- ι ~吋" つ吋もl~ ~ 岬 ，-~_:/;，九 λt ふ 一VもYiυ.'イ、.1，)'ン4 必 ‘"'-'.，.万'':")い、手，..;一..-川..此ι叫 噌 かμf，~ -，V' ，}'，:，;-U::・>>1 h~ ，~.' íi;:.'!/~":~'~'~:つ泌." 川 :~.ì ':;~早~;;... " ょ山'IiA:~.~暫L よ



、ilV3号制!川校増税1LJ時議員明
鰹~f.~t~ir(1:j:~~rFtf:)t1，<~:~t~\1~1におけ~'.!~_.':.;河川可 3
務5之J!:::::γ川γ戸戸け三予むV刊<守f勺勺;弓千勺-ηヴ?77;Jf?汚斤1テ::治よ:主守i存沿存討ザυυ{♂;守ぷ川:::プ:λ:、¥.. " 
E主長長やゾ拘 :γ l f' J -ィーJ V 1fnf -，，' す "r .. I パ，"，'~. :....，，~二?ペ~ .~〆 jきk内L
諸?パ 20 ' " " ，'，' IJ、栗・夫み並に類哲男性質を有する人建物に就τ¥-;，' ': • ..-~，..... ‘ ::]15m22，九ら、，，~ ，"，ζ七一一J司
L よ令~~;:;川民予刃h切Jτi ，-Iρμ、 ----------------~で メ り ぺ ， 一 J 仏 ¥ 』 ぬれ
ぎ11抗日~い i ー ヘ J PJ  Y 「〆、、 パ ムー ム干γ」
が;.:.'¥. 欣の機構同行はれ肋であや而して英重合除草なる加熱により燭媒の作舟にり或は特別JぇJ 
長'¥." 活性化蹄起扶態叫りて惹記されるが説中.後若年上る場合が時は最もお じいよ活性化好防

町時計。、 活盛分子或は他の清勝己分子と反臆を起し，寒時遊離さ、れ戸エネルギー壮積吋活佐化、句作費られ

時三六、jペ♂る4J財誠艇活性化ゐ進行政極めて迅速に淳仇のであるJ 予はとり撲にvc次第に成長す古 /.・
臨;ぺ のであるが成長完初機構につき℃怖んに抗告れてmf最近付研究は特殊の会裂反慮がと r 
V明i.- '~'\.，/ß L ' 

rfatt:} 下 Jれに奥かるととを示じてゐる (G.V，Schulz， Z， physik.， Oh~m;(B) '19~5， ，?O， 37~)。詰り併の大
もk ・ .訟rr:% さ或は茸合度は鎮の成長及び分裂の夫タの連時罰係作因ゼ完ま，る。多数の化合物に於て怯主として;'
d;トし a 鎖が醜的に戸生するh1::'あり，温度のぷ昇以内岐度向zwei抑 gsgra川 号制するp ゴム
怠宗寺 ノの慮鴻べ械にかくし芋得6れる重合睡は決り翠ーたものすたくして重合間接種の混合に外託
児三、 7 仰のでるって合前樹脂はまみの却さ天然物、よりも重合度がム屠不均一句るかに見える。
以ゲもおヤF 、¥ 、 l' 1"， 、 ， 

い，h : 重合反慮ゆ経過は箸るしく貧輸の併に支配容れる。理論的同原料の純粋であ号こと及び装置
¥ rの清潔であるごと治澄まじい。重合促主剤とし叫酸素Jペンゾμパ4・ォ￥行持が知よれr

がとγ，， 居bZ業的にも利用され七ゐるaよ方重合可能ヰ物質も重会前に重合の起玖ト様止保護ずる主主
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があちだ其鴛には遁嘗主主停止剤 〈ハイドロキ〉ンjを加へる。、また重合を行はしめる媒質も大きた

く 1影響を輿勺。また反膳に開典する溶媒T例へぽ四臭化炭素hm霊会に閥奥白而も殻響を奥ベ
たい溶媒〈例へばトルオ「ル);も知られてゐる己温度係戴は多ぐの他の反艦tc.於・ける治改口〈重合連 ， I 

度I'G-rn}係するd温度が上るにつれて得ふる重ぶ物の量を減少L，同時に鎮のH分岐が増加する震に 〆

高温では鎖欣重合韓h出来日りも前に球形重合理が限る占 i 
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:-'-;二 、略 500米の個所にある標高 60米程度の小丘陵地で、地域は襲山の約 1/3の面積でるる。元来盤以Jは
主二 九 ν 宮 、 /

Pヘ ¥昭利電工株式合祉が敷年前アルミナ採取肩としセ明馨石を採掘した所として有名であφだがaf磐石 . 

正 二は聾山の北西部今中腹以上に匹胎しセ居たものでとれは殆ど採掘し量し現在は殆ど堕されて居な
h. "<~ ぃ。玉まと峯の方は殆ど蝋石，高嶺土，頁岩等より成って居り明馨石は含まれて居ない。

;:;¥1 本問附近には明馨石の産地多く例へぽ聾山の南百方2時には尭u.f其他の巾丘陵が連なり何れ
ぷ も明馨石を合弘 、叉西北4粁には有名な玉理山出あり， 、遺か海上tr.f'i袈沙島がある。獲山附近の明
伝説

/ 磐石は珪酸分多rく暁馨化低い'ため慣イ直が低いの，に封じ，蝋石，高嶺迭は頗る良質である O. -
号、 .
~~:-~~~~ ' ~ 明磐石，蝋石，ヂナスポア等が入り筒しれて賦存するのは蹟島県系の勝光山に類似するが，勝光山の
'r'i，;. 
"1 • f' . ~ 方は密接に混存する篤め.三者を分離するのK困難がある模様であ eり従て明馨石の混入ピよる耐火

1 度の部分的低下が大たるに反し，聾山の方は明馨石と蝋石叉は高嶺土の賦存冨域が比較的劃然とし :

て居り蝋石中に明馨石の混入は殆E認められぬ故非常に都合のよい欣態にある様である。
ー./ 

〆'

埋識、量並!こ品質 4

提示手:二 蝋石は一般に 3種類に分類されて居る。即ちヂケスポア質蝋石，ヵォイテイ、ト質増有及びパイロ ，
戸り右手有-::.~ ・

迎式、フィライト餓石で制。之等は何れも蝋の如き蹴感に齢制共通せる宿泊決め熱的佐賀時 '
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:-'-;二 、略 500米の個所にある標高 60米程度の小丘陵地で、地域は襲山の約 1/3の面積でるる。元来盤以Jは
主二 九 ν 宮 、 /

Pヘ ¥昭利電工株式合祉が敷年前アルミナ採取肩としセ明馨石を採掘した所として有名であφだがaf磐石 . 

正 二は聾山の北西部今中腹以上に匹胎しセ居たものでとれは殆ど採掘し量し現在は殆ど堕されて居な
h. "<~ ぃ。玉まと峯の方は殆ど蝋石，高嶺土，頁岩等より成って居り明馨石は含まれて居ない。

;:;¥1 本問附近には明馨石の産地多く例へぽ聾山の南百方2時には尭u.f其他の巾丘陵が連なり何れ
ぷ も明馨石を合弘 、叉西北4粁には有名な玉理山出あり， 、遺か海上tr.f'i袈沙島がある。獲山附近の明
伝説

/ 磐石は珪酸分多rく暁馨化低い'ため慣イ直が低いの，に封じ，蝋石，高嶺迭は頗る良質である O. -
号、 .
~~:-~~~~ ' ~ 明磐石，蝋石，ヂナスポア等が入り筒しれて賦存するのは蹟島県系の勝光山に類似するが，勝光山の
'r'i，;. 
"1 • f' . ~ 方は密接に混存する篤め.三者を分離するのK困難がある模様であ eり従て明馨石の混入ピよる耐火

1 度の部分的低下が大たるに反し，聾山の方は明馨石と蝋石叉は高嶺土の賦存冨域が比較的劃然とし :

て居り蝋石中に明馨石の混入は殆E認められぬ故非常に都合のよい欣態にある様である。
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浩採掘の如くべ歩ー面ば失?進める事が出来る。斯ζの如芦事は耐火粘主産地とじて件稀な事であこ

::¥. G7。内地'り木簡粘土仰ぐ薄凶唐崎将棚尚一場合等とは塞泥の差があり如何にも大陸的で (--" 

司ある。・y・‘ 下 寸

d 次'俗芸山ぷ-'叫ん:I'7i./..(ライ 勾ト;貴明石止は略Z種ぁ場内t見ぷた。:鳥 1M謂蝋石粘土手稀 . 己

責る郡司是正反白色、綿色"方針縫皆の精時44り七三ιぬ3来週所生山ぷ西部〉り
人口の左右に露出'して居る厚d約3米が屠でζれは第主採掘~)f，(聾均竺北部!2'第2'採掘所(聾仰の / 
、中齢、貫いて問棋の鏡都概算09i輸は耳目ぞや慣もらうぞj斗繍婚がぽ担増加

、・ する事七りうLーとの蝋石粘土は灼熱波量約:悦，耐k度。詑苧番ずノヤ ロτガヌイト賓のも〆の、
九九 と考べられ可母体極め下大たる得恒石の蝋石材土￡匹敵するもの?と じて債値が ~~~ '，è 考へ' られ J
:;..ブ，宕。弐K草山，の南西端民白色蝋石が露出，じて居り尽れ徐瀬戎聾出品買l::l'Ciえ凡で居る。頂上かち更 f

ふ fC.:/t品にかぜ助走づて居る7頂上以とは約りん2米ち表土え加料て協‘付制灼熱植物
J:J 前;で耐火慶は SK.32--SK: 33あり，三有機材の上質bもの'と用様でるるー此のもり L鎮量は現
寸よ ¥ 

:、 C~ 在覆はれ七居る所五りの推定し究も約 O()' 高越は下号訴ムp 散に比ゐ白色粘土を夫量に採掘する事
1" は望まじき事でるる。と}èを現在迄打ち棄~l.顧‘みえiかっ元事は遺憾であるρ 吏に5震に注意ーす""を

¥ は白色野中域減量協針耐火郎K3d会J4Abh勾fとオ~糊質切り， .'~-C 
ヂアスポア質蝋有宇考デられる。是はO高砲程度で大」て多〈除本いやうに思はれるがとの採掘も

¥， JTf必要があらち只此の地のr白色岩中砂賀が Lったものは灼熱減量4%JjlアTで蒋酸分 75%以上、町、 iι.;，/

:F 収りずJレぞ昨今〈叫耐火慶は 30呑姉崎くえは注意搬するふ ζれは熟線医6よってわ τ

ど がると忠、ふヂ匂れιても灼減ゐ公も?は耐火佳低Jく可作ミがぐっさb母岩に平づく諜であ
る故注意する必要があちラィ ーペ メ¥ ¥.汁

主役尺霊安峰り蝋石に就τ述べるo i. ‘三
E¥ ' ‘ 1 、I
地質は聾山eと同様である。玉女峰南 '60米高地のもρは上表理珪酸分が多くててに符ぐに従ってパ
イロフ与ヲィ，ド質蝋石，カオりナイト質蝋石と在る様である。表it2~3米は耐火度低く問題にた〆
ら'ぬが其の下敷米迄はバイロ<"-1ライへ質でるり，下部は地ア深々カオリナイト質の様であ7.>9

M 60米高地のポイイロフィムイト質蝋石は約 O時，カオリテタト蝋石はooo約高直でるの。次
i:km米帯地の西部κ隣接Lて 30米高地ありIふも埋蔵紙態ば加来高地主時同様車るも鎖量
、ρはノザロプィラ十ト質屠は約j1 '~待度忙し"て約 O 高趨弱十 元Jオリt ナイト質は絢 06 高砲謹度?島

ら~ 0 '句 、
r ¥ 

J 玉女峰に就てJ毛向もう!TG調査しなめとはっきりした事は寄ひかねる0 1

、
〆
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 採掘及び a運搬

い さで現在稼行して居る華山の方は目下り慮階球式の露表掘りを与て居fる。而して上段で採掘'した

ヘ人;もの徐下段へ轄がし落して居予。第5圃は第 3採掘場よ り第 1，2採掘場を撃不だもので、階段式

t与に'に友つ土j苦るpこれ彰全部第3採掘場?水平位置に集号トロで、運搬する仕組にえっτ民るLふ と戸(、
d噛石市ザちるι従って敬砂られ小片まは粉末広明て買物作れぬ献部今治宝縄問味 1;

るo (第 '6占 7圏ぷマ各採舟場方第 8圃は;ドロ積逃場?ある〉ミれは折角掴今た貴重な去減量無駄;17:， っこ:
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~ ~ 芦持位即ちを間 35高時位は此庭1個所?ら内地に入り得る可能性が生じる，でれぅ。とれは賞事
務七じ方法邦耐火物工業については重工業費展の矯めにも是非共努力善虞す可き所であら旦。
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可， ¥l〆 河 、感平日夫 金子武次正以上先輩〉 ヨ ハ ι 1， ;r. ・

τご ‘、、 』 阿部，山岡，佐々木.栗山，小場野本，木7下，井111，'小努.森下，谷村町永島，斎藤〈英)，積極?積 ，. lr"""，， 

》ト〆JK ，村，粂松，時尾&棚橋，上回，小野，服部，柴田，小池，織問樋口，猪熊，村瀬，〆湯池，甲谷，佐藤，
:4-ルョ白-，-¥

‘森岡，光成，吉田く元入西尾}丸田，岸田に以土拳主主〉

、言、 ι¥  、 第n回寧集金蓄量刑曾書E事 卒業期繰り上げのため日此の十ご(月存主転車載号事勃凌と共に拳生生活・を終へ枇舎の一員
尋A‘"fir. ，;・ と147主主主主って行く策22岡卒業生り選別の舎は例年のまq雪合合の形式を改め記念品を贈委すること に致し去る十

f~i'~'ir ..'~ ・一月十二日午後三時より大綱曾館拳生ホー舟に於て記念品贈呈を会ムて舜別茶話舎を開催致し烹した。
:;- .tl、来曾長始め言者先生方少野問先輩の皇室見Ij並びに虎世の御言葉あわ次いで卒業生iを代表じて小場氏の挨拶後卒

業生各自身個紹介就職婚の登表等あり午後五時和勇!¥.1m々事里氏散曾致しました。終り V.:j役員一同Jζ代り卒業生諸兄
の御健康と御活躍<rJib!v-ζ とを祈って筆をき摘きます。
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〈芸品日ゐ、 ι略j点目F'ん 丹明日時:別
J昭和，17年 3月 30日韓 行

:..- • -~.. ... ~'" -'! . t'~);:J--~ 主 J f

要;界女:管長宅管32J: 天王:
印、刷者 東和君!時国高美ニE代町会、16 嶋 1胃 、土 雄

~ ， '，: i，，('~ -;-;;'~'，;. : '.:H，I ‘' 、

印刷 、所e東京市称司直美土代用 16 株式舎社三秀合
盛行、所、報鰻 駄皐 平問躍用化事曾

理工串部廊用化摩教室内 ， 

電話牛注513(爆用化苧激~浮出切主とえ鰻笹口趨東京 ω2'1 醤

本誌齢均時駅周寝静町lm宅手順 位電話相25)2774香
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